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事
、墓覇脳・

市属憲章
住みよい自石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

　文化を高め　美しい心を　そだてます。

健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

　きまりを守レ）　明るい社会を　きずきます。



自石市長選挙

　　　白石市議会
議員補欠選挙

　
十
一
月
十
三
日
任
期
満
了
と

な
る
市
長
選
挙
並
び
に
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
一
名
）
を

十
月
二
十
六
日
に
執
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
告
示
は
十
月
十
六
日
で
、
立

候
補
届
出
は
十
月
十
六
日
か
ら

十
七
日
の
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
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き
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ω
昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
七
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人

⑭
昭
和
五
十
五
年
七
月
十
四
日
ま
で

　
に
転
入
届
を
し
て
引
続
い
て
白
石

　
市
に
住
ん
で
い
る
入

　
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
市
外
に
転

出
し
た
入
は
投
票
で
き
な
く
な
り
ま

す
．
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不
在
者
投
票
を
す
る
た
め
に
は
蘭

投
票
日
に
選
挙
人
が
自
か
ら
投
票
所

に
行
っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
理
由
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
理
由
は
次
に
掲
げ
る
い
づ

れ
か
一
つ
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
．
、

ω
投
票
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
投
票
区
の
区
域
外
で
職

　
務
又
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
場

　
合
。

㈱
選
挙
入
が
や
む
を
え
な
い
用
務
又

　
は
事
故
の
た
め
、
白
石
市
の
区
域

　
外
に
旅
行
中
又
は
滞
在
中
で
あ
る

　
場
合
。

㈹
選
挙
人
が
疾
病
．
負
傷
、

　
に
よ
り
、

　
難
な
場
合
。
（
不
在
者
投
票
の
で
き

　
る
指
定
さ
れ
た
病
気
に
入
院
中
の

も
の
）

　
　
　
　
　
　
妊
娠
等
㎜

歩
く
こ
と
が
著
し
く
困
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か
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半
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吾
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作
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に
変
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で
あ
る
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し
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記
載
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れ
て
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る
人
．
　
　
　
　
　
　
　
…
投
票
所
の
一
部
変
更
㎜

　
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
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㎜

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
相
談
し
　
　
福
岡
第
十
投
票
所
大
綱
集
会
所
か

て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
福
岡
小
学
校
八
宮
分
校
に
変
更
い
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…
た
し
ま
す
。

㎜
代
理
投
票
㎜
小
原
第
一
二
馨
、
蕃
、
大
熊
集
会
所

　
選
挙
入
が
身
体
の
故
障
等
に
よ
り
　
た
し
ま
す
。
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候
補
者
の
氏
名
を
自
書
す
る
こ
と
が
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

で
き
な
い
と
き
は
・
代
理
投
票
を
行
㎜
投
票
所
入
場
券
㎜

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
理
投
票
と
禦
…
…
一
一
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…
一
一
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…
…
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…
一
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画

は
、
そ
の
選
挙
入
に
代
っ
て
代
理
者
　
　
投
票
所
入
場
券
は
、
棄
権
防
止
、

が
投
票
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
人
が
直
接
投
票
所
に
行
っ
て
代

理
投
票
を
申
し
出
る
と
、
代
理
投
票

補
助
者
が
代
っ
て
書
い
て
く
れ
ま
す
。

　
無
理
に
書
こ
う
と
し
て
投
票
効
力

順
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匡
匡
臣
E
…
≡
職
の
判
定
で
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り

㎜
郵
便
に
よ
る
　
　
　
　
㎜

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ま
す
。
気
軽
に
こ
の
制
度
を
ご
利
用

㎜
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在
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酬
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、
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身
体
に
次
の
よ
う
な
重
度
の
障
害
㎎
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…
臓

の
あ
る
人
は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
…
投
票
用
紙
…

票
（
在
宅
投
票
）
が
f
、
き
ま
す
。

ω
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の

　
障
害
の
程
度
が
一
級
も
し
く
は
二

　
級
、
心
臓
の
障
害
に
あ
っ
て
は
一

　
級
か
ら
三
級
ま
で
で
あ
る
も
の
と
…

　
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

図
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の
障
馴
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闘
㎜
社
交
行
為
と

　
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
　
　
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
楠
欠
選

項
症
、
心
臓
等
の
障
害
に
あ
っ
て
　
挙
の
順
に
な
り
ま
す
。

－
は
、
特
別
項
症
か
第
三
項
症
ま
で

田
一
一
＝
一
…
＝
一
＝
一
一
＝
一
一
一
一
＝
一
＝
…
一
一
…
一
≡
＝
一
一
一
…
一
…
一
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
田

市
長
選
挙
　
白
地
に
黒
文
字

市
議
補
欠
選
挙
　
薄
も
も
地
に
黒
文
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㎜
投
票
の
順
序
㎜
隅
…
巨
匡
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…
…
一
…
…
一
…
…
一
一
順

投
票
所
で
の
整
理
の
方
法
の
一
つ
と

し
て
発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
投
票
で
き
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の

投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
尚
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、

選
挙
管
理
委
貝
会
、
各
出
張
所
に
連

絡
し
て
下
さ
い
。
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㎜
選
挙
運
動
…
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「
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田

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
立
候

補
の
届
出
を
済
ま
せ
た
と
き
か
ら
選

挙
の
期
日
の
前
日
、
つ
ま
り
投
票
日

の
前
日
ま
で
で
す
。

…
　
　
　
　
　
事
前
運
動
㎜

田
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ヨ
雪
…
…
一
一
ヨ
…
…
…
一
…
一
…
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…
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一
一
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一
『
一
酉

　
候
補
者
や
公
職
に
あ
る
人
達
の
行

う
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
な
ど

2

■投票日10月26日
　
の
名
目
に
よ
る
選
挙
区
内
に
あ
る
者
　
　
法
に
ふ
れ
な
い
行
為
と
し
て
、
ど

　
に
対
す
る
寄
附
は
原
則
と
し
て
、
禁
止
　
の
よ
う
な
も
の
が
あ
，
る
か
を
い
く
つ

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
か
書
い
て
み
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の

憎
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＝
…
一
一
≡
一
一
…
『
≡
…
…
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一
一
一
一
一
一
一
陥
行
為
に
つ
い
て
の
日
時
、
場
所
、
言

㎜
政
治
活
動
と
　
　
　
　
　
㎜

陥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
葉
の
内
容
、
動
作
に
よ
っ
て
は
禁
止

㎜
　
　
　
　
事
前
運
動
㎜

型
…
…
…
…
一
≡
一
…
…
＝
一
≡
『
一
…
…
一
≡
≡
≡
一
一
…
剛
行
為
の
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
も
考
え

　
政
党
・
て
の
他
の
政
治
団
体
の
行
う
　
ら
れ
ま
す
か
ら
、
一
応
次
に
述
ろ
範

政
策
宣
伝
、
講
演
会
等
の
政
治
活
動
　
囲
内
を
限
度
と
し
て
お
考
え
く
だ
さ

は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
事
前
運
動
　
い
。

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
　
ω
選
挙
運
動
費
用
の
寄
附
を
さ
れ
て

　
の
種
の
演
説
会
等
で
特
定
の
立
候
補
　
　
は

予
定
者
に
対
す
る
投
票
依
頼
の
演
説
　
　
こ
の
人
こ
そ
と
思
う
候
補
者
に
対

を
行
う
と
か
、
支
持
す
る
立
候
補
予
　
し
て
、
そ
れ
を
応
援
す
る
人
が
そ
の

定
者
が
出
演
す
る
演
説
会
を
選
挙
直
　
候
補
者
の
選
挙
運
動
費
用
の
一
部
と

前
に
、
し
か
も
市
内
で
集
中
し
て
開
　
し
て
寄
附
す
る
こ
と
は
、
法
で
定
め

催
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
選
挙
運
動
　
て
い
る
特
定
の
人
以
外
は
自
由
で
す
。

と
判
断
さ
れ
、
事
前
運
動
に
該
当
す
　
働
知
人
な
ど
へ
葉
書
を
出
さ
れ
て
は

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
候
補
者
は
一
定
の
制
限
で
通
常
葉
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爵
書
を
選
挙
運
動
に
使
用
す
る
こ
と
が

㎜
一
般
の
入
が
で
き
る
　
　
㎜

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
で
き
ま
す
。
そ
の
葉
書
、
つ
ま
り
、

…
　
　
　
　
選
挙
運
動
㎜
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「
選
挙
用
」
と
表
示
さ
れ
た
未
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
葉
書
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
友
人
や
知
人
に
推
せ
ん
状
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
書
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
差
し
出
す
場
合
に
直
接
ポ
ス
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
函
し
て
も
配
達
さ
れ
な
い
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
候
補
者
が
交
付
を
受
け
た
「
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
書
」
と
と
も
に
郵
便
局
の
窓
口
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
候
補
者
に
一
た
ん
渡
し
た
う
え
で

こ
の
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
。
　
　
　
得
て
下
さ
い
。

㈹
電
話
で
投
票
依
頼
を
し
て
み
て
は
　
典
≡
一
≡
…
≡
一
≡
一
＝
…
≡
≡
≡
＝
一
一
…
一
…
…
≡
一
…
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
選
挙
運
動
を
し
て
　
　
　
㎜

　
電
話
を
通
じ
て
選
挙
運
動
を
す
る
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
は
な
ら
な
い
人
…

こ
と
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
　
剛
…
≡
＝
…
一
…
一
一
…
一
一
＝
≡
…
＝
一
…
≡
…
…
…
一
≡
動

し
た
が
っ
て
、
電
話
を
使
用
し
て
友
　
ω
選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動

人
や
知
人
に
支
持
し
て
い
る
候
補
者
　
　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
等

へ
の
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
　
図
特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
職

＠
個
々
面
接
で
投
票
依
頼
を
し
て
は
　
　
員
、
警
察
官
等

　
街
頭
で
行
き
あ
っ
た
人
、
乗
物
の
　
㈲
法
令
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
公
務
員

中
で
出
合
っ
た
人
な
ど
に
投
票
を
依
　
　
の
選
挙
運
動

頼
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
　
　
一
般
職
の
国
家
公
務
貝
、
一
般
職

の
よ
う
な
行
為
を
個
々
面
接
と
い
い
　
　
の
地
方
公
務
員
、
地
方
教
育
公
務

現
行
法
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
　
員

た
だ
し
街
頭
で
多
く
の
人
に
聞
こ
え
　
㈲
公
務
員
等
の
地
位
利
用
に
よ
る
選

る
よ
う
に
投
票
を
依
頼
す
る
と
個
々
　
　
挙
運
動

面
接
の
域
か
ら
は
み
出
る
こ
と
に
な
　
㈲
教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
巽
繋

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動

㈲
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
の
　
㈲
未
成
年
者
の
選
挙
運
動

　
承
諾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
…
≡
…
…
一
…
…
…
＝
…
一
一
…
…
…
…
≡
一
…
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
全
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
㎜

　
候
補
者
等
か
ら
頼
ま
れ
て
選
挙
運
㎜
　
　

選
挙
運
動
㎜

動
用
ポ
ス
タ
ー
を
自
宅
の
塀
等
に
掲
馴
≡
一
一
一
≡
一
…
一
＝
『
一
一
…
一
…
…
＝
一
一
一
＝
…
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
酬

示
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と
は
、
　
ω
戸
別
訪
問

選
挙
運
動
で
は
な
く
、
し
た
か
っ
て
　
ω
署
名
運
動

制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ポ
ス
タ
　
⑥
飲
食
物
の
提
供

1
に
選
挙
管
理
委
員
会
の
証
紙
が
は
　
＠0
気
勢
を
張
る
行
為

っ
で
、
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
適
法
な
も
の
　
㈲
候
補
者
の
選
挙
区
内
の
者
に
す
る

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
附

　
候
補
者
等
が
居
住
者
の
承
諾
を
得
　
㈲
投
票
当
日
の
選
挙
運
動

な
い
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
場
合
　
の
選
挙
後
の
挨
拶
行
為

に
は
居
住
者
等
は
候
補
者
に
無
断
で
　
　
尚
、
詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委

撤
去
し
て
も
、
選
挙
妨
害
に
は
な
り
　
員
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
せ
ん
。
必
ず
居
住
者
等
の
承
諾
を

3



しよう◆ノみんなで参加
■

　
市
体
育
協
会
、
市
中
央
公
民
館
主

催
に
よ
る
第
．
五
十
二
回
市
民
体
育
大

会
を
十
月
十
日
〔
雨
天
十
二
日
〕
に

白
石
第
二
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

で
、
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
行
い
ま
す
。

　
町
内
、
地
区
対
抗
、
個
人
競
技
、

団
体
競
技
な
ど
の
趣
向
こ
ら
し
た
競

技
種
目
に
熱
戦
か
期
侍
さ
れ
ま
す
．
、

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
参

加
く
だ
さ
い
、
ま
た
、
町
内
、
地
区

の
た
め
に
観
戦
、
御
声
援
く
だ
さ
い
”
．

入
場
行
進

　
参
加
チ
ー
ム
十
名
以
上
参
加
点
一

点
を
あ
た
え
、
十
名
増
す
ご
ど
に
一

点
を
加
え
る
。
た
だ
し
最
高
三
点
ま

で
と
す
る
、
小
、
中
学
生
は
選
手
の

み
と
す
る
．
．
．

競
技
種
目

A
、
町
、
各
地
区
対
抗
（
同
一
入
が

　
っ
、
司
の
中
か
ら
一
種
目
ず
つ
選

　
べ
る
）

←0

①
年
代
リ
レ
ー
　
六
十
歳
代
三
十

　
肩
、
五
十
歳
代
七
十
肩
、
四
十
歳

　
代
百
眉
、
三
十
歳
代
百
五
十
－
㌧
二

　
十
歳
代
百
五
十
后

　
（
②
二
百
歳
リ
レ
！
　
四
名
で
一
チ

　
ー
ム
（
一
入
五
十
島
）
、
年
齢
台

　
計
が
二
百
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
．

　
⑤
八
百
L
リ
レ
ー
ナ
、
名
で
一
チ

　
ー
ム
（
小
学
女
．
†
、
男
子
百
㌫
、

　
中
学
女
、
†
百
畠
、
男
子
二
百
肩
、

　
一
般
女
子
百
后
、
一
般
男
子
二
百

　
后
と
す
る

　
④
二
百
后
釣
り
物
リ
レ
ー
　
女
子

　
四
名
で
、
一
チ
ー
ム
（
年
齢
制
限
な

　
し
）
で
、
な
べ
、
ヤ
カ
ン
等
を
を
釣

環
．穐

二し

濯計
悔
．

　　識謝

｝
盈
．
鯵

レ

詩棚

っ
て
一
尺
五
十
眉
の
リ
レ
ー

司
⑤
玉
入
れ
競
技
　
女
子
二
十
名
以

　
内
と
す
る
．
．
年
齢
制
限
な
し
、
高

　
さ
四
后
と
し
！
し
五
十
秒
間
競
技
で

　
リ
ー
グ
戦
は
し
な
い
で
、
玉
数
の

　
多
い
順
で
、
順
位
を
決
め
る
、
参
加

　
点
］
点
を
加
え
る
．

　
⑥
綱
引
競
技
　
男
子
十
五
名
以
内

　
と
し
、
十
五
秒
間
で
勝
負
を
決
す

　
る
．
，
．

B
、
継
走
の
部

　
D
兄
弟
リ
レ
ー
　
小
学
生
以
上
の

　
血
族
三
名
に
よ
る
三
百
卜
酬
リ
レ
ー

⑧
親
子
一
二
代
リ
レ
ー
直
系
祖
父

　
母
三
十
卜
刺
、
父
母
百
肩
、
孫
三
十

　
U
の
三
名
一
組
の
リ
レ
ー

　
〔
動
親
子
リ
レ
ー
　
小
さ
い
子
レ
」
も

　
五
十
后
、
母
五
十
“
、
大
き
い
子

　
ど
も
五
十
吊
、
父
五
十
卜
唄
の
二
百

　
娼
リ
レ
ー
、
（
（
m
）
⑧
｝
に
出
た
も
の
は
、

　
こ
れ
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
）

　
⑩
お
し
ど
り
競
争
　
夫
が
五
十
払

　
走
り
、
そ
の
地
点
か
ら
腕
を
く
ん

　
で
五
十
后
走
り
、
こ
こ
か
ら
夫
婦

　
か
顔
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
あ
て
て

　
五
十
卜
羽
走
り
ゴ
ー
几
す
る
百
五
十

　
む
競
争
．

　
⑪
職
場
対
抗
リ
レ
ー
　
男
士
二
名

　
（
二
人
百
ド
劇
、
一
人
百
五
十
卜
ε

　
女
子
一
名
（
五
十
后
）
の
四
名
で

　
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
四
百
レ
胴
リ
レ

C
、
個
人
種
目
（
一
人
一
種
目
）

　
D
百
概
、
男
、
女
タ
イ
ム
レ
ー
ス

　
と
す
る
．
、
o
高
校
、
大
学
、
一
般

　
○
小
学
生
（
各
地
区
男
女
二
名
以

　
内
と
し
男
女
別
に
編
成
す
る
）

　
O
中
学
生
（
小
学
生
と
同
様
）

　
（
坦
老
い
で
、
ま
す
ま
す
健
脚
　
六
十

　
五
歳
以
上
の
男
女
に
よ
る
四
キ
ロ

　
麿
歩
行

　
9
ウ
ー
メ
ン
味
見
競
走
　
女
子
種

　
目
で
、
二
十
揖
走
り
ウ
r
メ
ン
を

　
食
べ
空
井
と
は
し
を
も
っ
て
一
二
十

　
肩
走
り
ゴ
ー
ル
す
る
。
年
齢
制
限

　
な
し
．
．

　
⑮
ボ
ー
ル
せ
お
い
競
走
、
か
ご
を

　
せ
お
い
、
三
十
灯
走
り
、
ボ
ー
ル

　
を
一
度
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
、
か
ご
に

　
入
れ
ゴ
ー
ル
す
る
。

D
特
別
競
技

　
⑯
ジ
ョ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
　
楽
し

　
い
ジ
ヨ
ギ
ン
グ
を
普
及
す
る
こ
と

　
を
目
的
し
、
男
女
年
齢
制
限
な
し

　
各
地
区
五
名
以
内
、

E
団
体
競
技

　
（
珍
マ
ス
ゲ
ー
ム

　
○
大
漁
唄
い
込
み

　
○
ア
メ
リ
カ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

　
○
た
い
よ
う
の
マ
ー
チ

⑱
民
謡
お
ど
り

　
Q
大
東
京
音
頭

　
○
み
づ
ほ
音
頭

4

　
農
業
を
と
り
ま
く
．
厳
し
い
情
勢
の

中
f
、
、
高
福
阯
農
村
社
会
の
碓
立
を

目
指
し
、
農
業
者
の
意
欲
の
高
揚
と

経
営
の
近
代
化
、
技
術
の
改
善
を
図

り
あ
わ
せ
て
一
般
の
農
林
業
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
市
と
農
協
が
主
催
し
多

く
の
後
援
と
協
賛
を
得
な
が
ら
今
年

も
第
四
回
白
石
市
農
業
祭
を
下
記
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
い
ま
か

ら
出
品
物
の
準
備
を
心
掛
け
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

▽
第
一
部
農
林
産
物
共
進
会

　
o
穀
類
　
米
、
麦
、
大
豆
、
小
豆

　
稲
か
ぶ
、
大
豆
か
ぶ

　
O
園
芸
作
物
　
り
ん
ご
、
な
し
、

　
か
き
、
大
根
、
人
参
、
な
が
い
も
、

　
ご
ぼ
う
、
さ
と
い
も
、
か
ん
し
よ
、

　
ば
れ
い
し
ょ
、
は
く
さ
い
、
キ
ャ

　
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ね
ぎ
、
た
ま
ね
ぎ
、

り
一
ノ
し
コ
一
ノ
＼

○
特
用
作
物
　
葉
た
ば
こ
、
こ
ん

二
や
／
、

∩
・
飼
料
作
物
　
デ
ン
ト
コ
ー
ン
、

カ
ブ
、
牧
乾
草

○
養
蚕
　
ま
ゆ
、
桑
か
ふ

○
林
産
　
木
炭
、
く
る
み
、
く
り
、

カ
ヤ
ノ
ミ
、
生
し
い
た
け
、
干
し

い
た
け
、
な
め
こ
、
箱
な
め
こ
、

し
め
じ
、
ほ
た
木
、
ほ
た
木
か
ぶ

樹
苗
～
杉
、
赤
松
、
檜
、
唐
松

▽
第
二
部
畜
産
共
進
会

O
乳
用
牛
　
五
～
十
ヵ
月
未
満
、

十
～
十
六
ヵ
月
未
満
、
十
六
5
二

四
ヵ
月
未
満
、
二
四
ヵ
月
以
上
、

○
肉
用
牛
　
八
～
十
八
ヵ
月
未
満
、

十
八
～
二
四
ヵ
月
未
満
、
二
四
ヵ

月
以
上

o
種
豚
　
八
～
十
二
ヵ
月
未
満

表程日祭業農

容内所場闘時日月名事行

開公一　般白石第1小学校
　　　　　体育館

00～16：30
00～14：00

Q
“
Q
4

11・8、9

〃白石家畜市場00～16：0090・31
1・16、17

第1部餐擁探野

第2部鷺夢会及び

1ノ白石農協会館00～16：00
00一一14：009

9

11・8、9第3部農業と農協展

〃白石市民会館〃
ノノ

第4部生活改善展
’1〃ノノ〃白石物産展第5部

ノノ

家庭バレーボール、ソフトボール

白石第1小学校
　　　　　体育館

白石中学校体育館
白石市営球場

ノノ
ノノ第6部　書写及び絵画展

のど自慢大会、郷土芸能市民会館大ホール
00～16：009

811

911
レタリェーション第7部

米特別販売、試食会他白石市民会館
00～16　：00

00～14：00
Q
ぜ
9

11・8、9

記念式典、講演、パーティ〃00～16；009811

白石市米まつり

白石市農村青少年機能
集団15周年記念大会

併
催
行
事

緑
豊
か
な
街
づ
く
り

　
　
　
都
市
緑
化
月
間

　
都
市
に
お
け
る
緑
豊
か
な
生
活
環

境
の
確
保
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
毎
年
十
月
を
「
都
市
緑
化
月
間
」

と
定
め
、
都
市
緑
化
及
び
都
市
公
園

保
全
美
化
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
白
石
市
で
も
「
都
市
緑
化
月
間
」

実
施
の
一
環
と
し
て
、
園
芸
業
及
び

植
木
業
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
庭

木
や
鉢
物
を
格
安
に
て
販
売
し
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
「
緑
の
相
談
所
」
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
庭
木
及
び
生
垣
の

手
入
れ
方
法
の
相
談
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
当
日
は
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
十
月
十
七
日
團
i
十
月
十

　
九
日
㈲

▽
場
所
　
中
央
公
園
内

▽
内
容

ω
植
木
市
～
三
日
間

働
苗
木
無
料
配
布
～
配
布
本
数
五
百

　
本
（
先
着
順
に
よ
り
一
戸
】
本
の

み
）
十
九
日
午
前
十
一
時
～
正
午

㈲
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
ー
三
日
間

ω
「
緑
の
相
談
所
」
の
コ
ー
ナ
ー
～

　
十
八
日
ω
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
ま
で

5



駕
・

戦
　
　
髄

　
　
　
　
昇

不用品交換会開かれる

　各家庭にある眠っている品物を交換し活用しよう

と、去る9月3日白石地区労働評議会主催の不用品

交換会が市民会館展示ホールで開かれました。

　物価対策の1つとして、各家庭の押入れなどに入

れっぱなしになっている不用品を1人数点ずつ持ち

寄ったもので、61〔）点が交換された。

当日の盛況．試りに主催者側は「今後

も続けて行きたい。」と語っている。

なお、売上金のうち20，095円を恵ま

れない人たちへと白石市社会福祉協

議会へ寄託した。

、
　
　
峰
　
　
　
　
　
頑
　

笑
　
　
。
　
転
　
　
　
　
　
　
『
－
　
か

ぞうきん千枚をプレゼント

交通安全全国キャラバン

　多発している交通事故の防止を図

るため、今年も全国各地の母親の手

によって“みんなですすめる交通安

　「常日頃みなさんのお世話になっているお礼に。」

と・このほどぞうきん千枚を市内の小学校ヘアレゼ

ントしてくれた宮城ひささん（82歳）＝本町24・＝に市

から感謝状が贈られました。

　ひささんは縫い物がなによりも好きで、正座した

全、、キャラバン隊が派遣され9月5日に白石市にも

訪れました、このキャラバン隊は母の会の全国組織

で総理府から交通安全運動の委託を受け計画された

ものであll、交通事故防止の1呼びかけを積極的に行

いました。

まま日がな1日続けるという。今年

の2月から始めたぞうきん縫いも、

多いときには12、3枚も縫った日もあ

ったとか。「一針一針ていねいにぞう

きんを縫いながら考えご，とをしてい

るのが楽しみで……。」と、まだつや

つやした顔で語ってくれる。

秋季消防演習

魏　灘織，i露露

　　　　　　．．辮耀徽

隆．　　蒐、、

　　　　　　　　ン’犠蜘碓

　恒例の秋の消防演習か9月15日

福岡、白川分団をト・・ノプに来月初め

まで行われます。各地区とも11月

に行なわれる第2回白石市消防団操法大会の予選も

兼ているのできびきびした動作で演習を行っていま

した。これから冬場は石油　トーブなどの暖房器具

を使うことから、1年のうちで最も火事の多い季節

です。火の仕末には充分気をつけましょう、

　ず恥脚

露ふ　轟，　　i懸
翫「一醐擁1謬蛸

7

ゑ
ズ
5

　
・
餐

蓑二ll、

　　　　　　　　　・畷鶯鷺勢奪鵯
　　　　　　　　∫病鍔一警妻愈麟
　　　　　　　　，ギ発　る糞　タ
　　　　　　　　　～、篠織蝋鑑傑，
　　　　　　　　、、㌻筆畿醜彗俗3
　　　　、葡∵轟篇幽ノ鴨鶏鰐い

　　　　麟鐙鐙拶　　解岬｝心
．織薦．饗溜潔△
　．・・湧“争“箏

謡

、〆ぢ

翰、 ＼
　　　　　　　　　穐．
　　　　　ゆプ’・濫γ．う　ヤ

　　　　　3憐轟
　　　竃誘職夢

　　　　藩峯i

　　　…髪輻漁驚誓軍

撚
翻

響翻1羅騨

▽みんな

　ガンベレヘヘ

欝．．

＾　　　　　　う　Fρ

葬

△あれ＾＾、うまく入らないや！

▽日ごろの練習を発揮して

一
　
　
　
酬
町

欝紹
　
　
　
、
　
姻
史
多
P
、
　
　
　
　
・
　
　
・
μ
3
．
鷺
’
、

で
　
　
　
　
p
　
『
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
撚

嘩
　
物
轟
．
　
　
『
，
、
、
響
懲
》
，

鵬
－
撫
騨
鰍
、
　
繍
灘
灘
、
彫
鵬
、
懸
職

瞭
　
　
撚
　
欝
　
　
蹴
簗
嚇

．
態
餅
濃
御
　
馨
覇
．

　
曜
』
　
’
、
・
　
　
～
‘
遷
灘
ガ
碗

醜
・
』
罷
、
　
焦
　
’
－
盟
マ
、
」

　
　
　
　
　
雛
　
　
　
欝
禽
　
　
　
弊
㌧
婁

γ
灘
．
畷
、
騒
懸
．

　
九
月
十
一
日
、
市
民
体
育
館
大
ホ

ー
ル
で
第
八
回
白
石
市
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
六
十
歳

以
上
の
市
内
各
地
区
の
代
表
約
五
百

人
余
が
参
加
、
入
場
行
進
の
後
、
渋

谷
清
さ
ん
（
福
岡
地
区
）
が
選
手
宣

誓
を
し
、
ヨ
チ
ヨ
チ
ペ
ン
ギ
ン
や
U

F
O
、
大
島
あ
ん
こ
な
と
十
種
目
に

熱
戦
を
展
開
。
応
援
団
席
か
ら
の
声

援
を
背
に
受
け
て
、
と
の
選
手
も
常

日
ご
ろ
鍛
え
た
カ
を
元
気
い
っ
ぱ
い

出
し
、
　
“
今
な
お
若
い
血
潮
”
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
。

駕
編

灘

ダ
）

鍍・＝

’：醜κ

　
　
蜂

蓉

蟹r
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清
水
小
路
八

　
　
大
槻

昭
一
郎
さ
ん

戴
道
を
通
じ
て

　
　
　
た
く
ま
し
い
人
間
に
・

　
ち
ひ
4
干
剣
士
た
ち
の
す
る
ど
い

気
含
い
か
道
場
い
っ
は
い
爪
ひ
交
う

な
か
、
一
八
一
八
の
動
き
を
．
厳
し
い

ま
な
ざ
し
1
、
見
つ
め
、
注
意
を
与
え

で
、
行
く
大
槻
昭
一
郎
五
段
．
酒
屋
を

営
む
か
た
わ
ら
、
白
石
　
刈
田
剣
道

連
盟
理
事
長
を
勤
め
、
青
少
年
の
剣

道
育
成
に
活
躍
し
で
、
い
る
。

　
五
年
前
、
自
宅
わ
き
に
含
庫
・
を
建

で
、
た
際
、
二
階
を
剣
道
場
と
し
て
造

り
、
子
ど
も
た
ち
に
開
放
し
で
、
い
る
．

練
習
は
日
曜
日
を
除
く
毎
日
、
午
後

五
時
か
ら
、
の
約
二
時
間
。
現
在
小
学

校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
、

匿

の
三
十
入
が
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
根
性
か
な
い

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
か
、
み
ん
な
一

生
懸
命
に
や
っ
て
ま
す
よ
。
や
は
り

剣
道
を
通
し
で
、
．
忍
耐
力
”
と
．
礼
節
4

を
身
に
付
け
て
、
た
く
ま
し
い
入
間

に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
］

・
て
う
語
る
大
槻
さ
ん
の
目
は
ち
び
っ

子
剣
士
た
ち
を
見
つ
め
f
、
い
る
、
．

　
今
、
道
場
で
は
仙
南
少
年
練
成
剣

道
大
会
へ
向
け
で
、
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
．
、

そ
ば
で
、
教
え
る
大
槻
さ
ん
の
竹
刀
に

も
力
か
二
も
っ
1
」
く
る
、

，
　
研

レ
・
畠

㌶

『
．
蝋
、

、
、

　
　
》
鐸
灘

躍灘

．灘

わたしたち

6年

星　淳くん

．
饗
　

㊥
暑
第
示
学
校

　
　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、
創
立
し
て

　
か
ら
二
十
七
年
目
の
比
較
的
新
し
い

学
杜
で
す
。

　
　
校
庭
は
と
て
も
広
く
、
ト
ラ
円
ク

　
一
周
が
二
百
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

校
庭
の
は
し
に
は
、
大
き
な
ク
イ
ヤ

　
が
う
め
で
、
あ
り
、
そ
れ
を
と
ん
だ
り

　
ジ
ャ
ン
テ
ン
を
し
て
く
ぐ
っ
た
り
し

　
で
、
、
遊
び
な
が
ら
体
力
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
校
庭

　
の
先
は
、
東
北
本
綜
か
走
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
校
庭
を
、
校
舎
が

　
と
り
か
こ
ん
で
な
い
の
で
、
ど
こ
か

　
の
学
級
が
体
育
な
ど
を
し
て
い
て
も
、

う
る
さ
く
な
く
、
勉
強
が
で
き
よ
く

頭
に
は
い
り
ま
す
。
そ
の
校
舎
を
た

　
く
さ
ん
の
花
だ
ん
が
と
り
か
こ
み
、
緑

が
多
く
空
気
が
お
い
し
い
学
校
で
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
ぽ
く
た
ち
の
学
校
の

特
色
は
、
　
『
体
力
づ
く
り
』
で
す
。

心
も
体
も
き
た
え
よ
う
と
い
う
学
校

　
の
目
標
の
も
と
に
、
二
小
児
童
約
千

名
が
、
広
い
校
庭
を
毎
日
走
っ
て
い

ま
す
．
雨
の
日
な
ど
は
カ
サ
を
持
っ

　
て
走
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
雨
が
上

　
が
り
、
供
庭
が
プ
チ
ャ
プ
チ
ャ
で
コ

　
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
時
は
、
裸
足

で
走
り
ま
す
、
裸
足
の
時
は
痛
い
け

ど
、
み
ん
な
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
走

　
っ
で
、
い
ま
す
。

　
ま
た
夏
休
み
に
は
、
八
月
二
十
四

日
の
水
泳
記
録
会
の
た
め
、
特
訓
が

あ
り
ま
し
た
、
雨
が
降
ろ
う
が
、
風

が
吹
こ
う
が
、
毎
日
練
習
し
ま
し
た
。

A
・
B
・
C
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
た
ぼ
く
た
ち
を
、
先
生
方
が
お

盆
休
み
も
休
ま
ず
に
教
え
て
く
れ
ま

し
た
．
、
大
会
当
日
は
、
約
百
五
十
人

が
参
加
し
大
会
の
中
で
、
一
番
出
場

者
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
入
賞

者
も
多
く
出
し
、
大
会
新
記
録
を
出

し
た
入
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
先
生

方
の
熱
心
な
指
導
と
、
み
ん
な
が
休

ま
ず
プ
ー
ル
に
か
よ
い
、
き
つ
い
練

習
を
た
え
ぬ
い
た
体
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
二
小
の
特
色
は
、
た
て

割
り
活
動
で
す
。
　
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
る

の
で
、
上
級
生
か
ら
下
級
生
ま
で
友

達
が
増
え
ま
す
。
そ
の
た
て
割
り
で
、

七
夕
集
会
や
、
そ
う
じ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
行
事
を
や
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

教
室
の
中
な
ど
は
、
い
つ
も
ピ
カ
ピ

カ
に
光
っ
て
い
ま
す
、
こ
の
た
て
割

り
活
動
に
よ
っ
て
下
級
生
は
上
級
生

に
協
力
す
る
こ
と
を
、
上
級
生
は
下

級
生
に
、
や
さ
し
く
す
る
こ
と
の
必

要
性
を
学
び
ま
す
。

　
最
後
に
、
み
ん
な
協
力
し
あ
う
心

を
忘
れ
ず
、
楽
し
く
学
び
あ
え
る
こ

の
白
石
第
二
小
学
校
を
、
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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囎
鑑
慨消

費
毒
…

み
食
晶
添
加
物
〉

　
家
庭
一
で
使
う
食
品
添
加
物
は
最
小

限
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
用
食
品
添
加
物
に
は
次
の
よ

う
な
表
示
が
必
ず
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
．

○
食
晶
添
加
物
の
文
字

○
名
称
（
例
茄
子
の
素
）

○
成
分
・
名
と
重
旦
里

○
製
造
所
所
在
地
・
製
造
者
氏
名

○
使
用
方
法
（
使
用
基
準
の
定
め
る

　
も
の
）

　
選
ぶ
場
含
は
、
こ
れ
ら
が
は
っ
き

　
　
）
’

　
＼
＼
　
　
　
　
　
　
ノ

八
昧
自
慢
「
）

り
表
示
し
て
あ
る
も
の
に
し
ま
し
ょ

う
．
）

　
ふ
く
ら
し
粉
に
す
る
重
曹
な
ど
食

品
添
加
物
の
表
示
の
な
い
も
の
（
成

分
規
格
に
合
わ
な
い
工
業
用
）
な
ど

を
使
う
と
ヒ
素
の
摂
取
量
が
多
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
一
．

　
茄
子
の
素
（
明
ば
ん
）
、
沢
あ
ん
漬

の
素
、
き
ゅ
う
り
漬
の
素
な
ど
も
食

品
添
加
物
の
文
字
は
勿
論
、
製
造
元
、

成
分
と
重
量
％
、
使
用
方
法
が
ハ
ッ

キ
リ
表
示
し
て
あ
る
も
の
を
選
び
ま

し
よ
う
o

　
食
紅
や
、
人
工
甘
味
料
の
よ
う
な

辱
・
ー
兀
色
素
な
ど
に
は
必
ず
都
道
府

県
知
事
の
発
行
す
る
「
製
品
検
査
合

格
証
」
が
封
か
ん
し
て
あ
る
の
で
、

ぞ
、
れ
以
外
の
も
の
は
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

　
市
販
品
に
は
キ
ビ
し
い
消
費
者
が

｛家

庭一

4」

入
工
着
辱
巴
し
’
k
冬
艮
べ
吟
9
ト
τ
り

な
こ
と
で
は
困
り
ま
す
が
1
日
本

へ
は
薬
品
を
沢
山
使
え
ば
、
き
き
め
一

が
大
き
い
と
考
え
る
悪
い
習
慣
が
あ
．

る
と
い
わ
れ
ま
す
か
、
添
加
物
は
大
一

量
に
使
え
ば
害
に
な
る
だ
け
で
な
く

製
品
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　
家
庭
で
使
う
場
台
は
、
食
品
と
添

加
物
の
両
方
の
目
方
を
計
り
、
表
示

通
り
正
し
い
割
合
で
使
う
こ
と
を
守
．

り
ま
し
ょ
う
。
又
台
所
の
添
加
物
を
、

総
点
検
し
て
表
示
の
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
な
ど
は
惜
し
ま
ず
に
捨
て
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．
）

　
　
　
　
　
ド
　
　
ヤ
　
ン

　
　
　
　
　
　
、

佐藤まさ子さん（大鷹沢

　
か
ぼ
ち
ゃ
の
姿
蒸
し

　
　
【
材
料
】
四
人
分

か
ぼ
ち
ゃ
中
一
個
、
鳥
ひ
き
肉
百
劫
ラ
、

椎
茸
二
枚
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
大
さ
じ

二
杯
、
小
麦
粉
大
さ
じ
二
杯
、
卵
一

個
、
塩
小
さ
じ
万
杯
、
醤
油
大
さ
じ

二
杯
、
み
り
ん
大
さ
じ
］
杯
、
く
ず

あ
ん
（
だ
し
汁
カ
ッ
プ
一
杯
）
、
調
昧

料
、
片
栗
粉

【
作
り
方
】

、
か
ぼ
ち
ゃ
は
洗
っ
て
上
三
分
位

，
、
り
抜
き
ふ
た
に
す
る
．
．
次
に
中
を

ス
ブ
ー
ン
で
く
り
抜
き
、
水
気
を
ふ

き
取
り
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
ま
す
．
．

二
、
中
に
詰
め
る
材
料
、
調
昧
料
を

合
わ
せ
て
中
ぽ
詰
め
、
ふ
た
を
し
蒸

し
器
に
入
れ
て
強
火
で
三
〇
分
位
蒸

し
ま
す
．
．

三
、
分
量
の
だ
し
汁
に
（
少
し
こ
い
『

目
の
味
付
け
を
し
）
み
り
ん
を
入
れ
．

て
と
ろ
み
を
つ
け
ま
す
。
、

四
、
蒸
し
上
っ
た
ら
、
く
ず
あ
ん
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま

い
で
の
十
日
間
「
侵
入
盗
と
少
年
非
行

・
の
防
止
、
金
融
機
関
を
対
象
と
し
た

、
強
盗
事
件
の
防
止
」
を
重
点
と
し
た

全
国
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
次
の
こ
と
に
注

意
し
、
防
犯
は
”
自
分
の
手
で
〃
を

宏
・
こ
と
ば
に
み
ん
な
で
こ
の
運
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

、
O
し
め
た
は
ず
、
し
ま
っ
た
は
ず
で

　
も
、
も
う
『
度
〃

　
昨
年
県
内
で
、
四
千
三
百
六
十
四

　
件
の
侵
入
盗
へ
室
内
に
入
っ
て
金

　
品
を
盗
む
）
が
発
生
し
、
被
害
金

　
額
は
一
億
二
千
万
円
に
も
達
し
て

　
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
半
数
以
上

　
（
五
八
％
）
が
戸
締
り
を
し
て
い
な

》

メ
o

　
か
っ
た
た
め
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

　
す
。
　
↓
寸
の
留
守
で
も
必
ず
「
カ

　
ギ
」
を
か
け
近
所
に
留
守
を
頼
ん

　
で
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た

　
「
カ
ギ
」
は
性
能
の
よ
い
も
の
に

　
し
、
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を

　
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

O
少
年
に
愛
の
一
声
よ
い
環
境

　
少
年
非
行
が
増
加
し
て
お
り
、
昨

　
年
県
内
で
も
一
万
五
千
人
の
少
年

　
が
盗
み
や
家
出
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び

　
な
ど
で
補
導
さ
れ
ま
し
た
。
家
族

　
地
域
ぐ
る
み
で
少
年
を
非
行
か
ら

　
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
非
行
防
止
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

qD

子
ど
も
を
放
任
し
な
い
。

ω
親
子
の
対
話
を
忘
れ
な
い
。

鋤
子
ど
も
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け

　
さ
せ
る
。

の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
い
方
向

ー
＼
。

一
　
、
＠

｛
孟一

寧

㈲
い
つ
も
は
げ
ま
し
と
暖
か
さ
を

囹
少
年
相
談
電
話
の
活
用
を

　
子
ど
も
の
こ
と
で
心
配
の
お
母
さ

ん
は
い
ま
せ
ん
か
。
悩
み
や
不
満
を

持
つ
ヤ
ン
グ
は
い
ま
せ
ん
か
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
少
年
相
談
電
話
（
〇

一
三
二
⊥
三
－
四
九
七
〇
）
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
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面
Ψ
嘗
き
あ
墾
柔

染
山
の
伝
説

　
遠
司
田
の
西
の
ぽ
う
約
十
町
の
と

こ
ろ
に
籠
山
と
呼
ぶ
金
山
が
あ
る
．
．

今
は
廃
鉱
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は

大
へ
ん
栄
え
た
山
で
あ
っ
た
。
こ
の

山
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
残
っ

て
い
る
ら
．

　
ず
っ
と
昔
の
二
と
。
京
都
に
、
と

て
も
美
し
い
お
姫
さ
ん
が
い
た
。
あ

る
晩
の
こ
と
、
亡
く
な
っ
た
お
母
さ

ん
が
夢
枕
に
立
っ
イ
＼
　
「
お
前
の
婿

殿
は
、
決
し
て
近
、
、
に
い
ま
せ
ん
．
”
．

遠
い
遠
い
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
奥
羽

鱈
塩
風
の
龍
山
の
近
く
で
誌
慌
を
し

て
い
る
藤
太
と
い
う
も
の
で
す
・
．
ど

ん
な
に
苦
労
し
で
、
も
、
出
掛
け
て
行

コ
ー
、
、
必
ず
探
し
出
し
で
、
、
お
嫁
さ

ん
に
な
り
な
さ
い
」
と
お
姫
さ
ん
に

告
げ
た
。

　
お
姫
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
、
考
え

た
あ
げ
・
、
・
、
た
っ
た
一
尺
で
、
遠
，
・

奥
州
・
へ
と
旅
立
っ
．
た
。
．
途
中
、
大
き

な
川
が
あ
っ
た
が
、
僑
が
掛
か
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
、
恥
ず
か

し
い
わ
、
と
い
っ
て
、
裾
を
は
し
ょ

っ
て
川
に
は
い
っ
た
ら
、
あ
ら
、
不

　
　
　
，
川
の
水
が
な
：
な
っ
て
、

カ
ラ
カ
ラ
に
・
な
っ
九
辱
、
．
哉
マ
で
、
も
、
　
”
て

⑳
菅
野
新

こ
に
は
、
　
「
は
ず
か
し
川
」
と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
る
。
お
姫
さ
ん
は

何
十
日
か
、
か
が
っ
て
、
や
っ
と
の

こ
と
、
お
母
さ
ん
か
ら
い
わ
れ
た
籠

山
に
着
い
た
。
そ
こ
で
、
運
よ
く
、

探
し
求
め
た
藤
太
に
あ
っ
た
。
夢
の

お
告
げ
の
こ
と
を
話
し
て
「
ど
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
め

わ
た
し
を
、
あ
な
た
の
お
嫁
さ
ん
に

し
て
下
さ
い
」
と
、
涙
な
が
ら
に
頼

ん
だ
が
、
藤
太
の
ほ
う
は
、
身
分
が

違
う
か
ら
、
と
い
っ
て
、
て
ん
で
受

け
付
け
て
く
れ
な
か
っ
た
。
仕
方
な

・
＼
　
「
わ
た
し
は
、
今
更
、
ど
こ
へ

も
参
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
か
、
こ

こ
に
泊
め
て
だ
け
下
さ
い
」
と
、
悲

し
そ
う
に
い
う
の
で
、
藤
太
も
、
そ

れ
ま
で
は
断
り
切
れ
ず
、
し
ぶ
し
ぶ

と
承
知
し
て
し
ま
っ
た
。
二
人
は
、

阿
日
も
、
い
っ
し
ょ
に
暮
し
た
。

　
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
食
べ
る

米
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
藤
太

は
、
い
か
に
も
困
っ
た
風
だ
っ
た
。

二
れ
を
見
か
ね
た
お
姫
き
ん
が
、
ふ

と
こ
ろ
か
ら
何
枚
か
の
ピ
カ
ピ
カ
光

る
金
の
小
判
を
取
り
出
し
、
　
「
さ
あ

あ
な
た
、
二
れ
を
里
に
持
っ
て
行
っ

て
、
お
米
を
買
っ
で
、
き
て
下
さ
い
」

と
い
っ
て
、
手
渡
し
た
。
藤
太
が
里

に
お
り
る
途
中
、
大
き
な
池
の
そ
ば

ま
で
く
る
と
、
ア
ヒ
ル
が
楽
し
そ
う

に
泳
い
で
い
る
。
ひ
と
つ
お
ど
か
し

て
や
ろ
う
と
、
お
姫
さ
ん
か
ら
も
ら

っ
た
金
の
小
判
を
石
の
代
り
に
ア
ヒ

ル
に
打
っ
つ
け
て
、
そ
の
ま
ま
、
米

も
買
わ
ず
に
帰
っ
て
き
た
。
藤
太
が

そ
の
話
を
す
る
と
、
お
姫
さ
ん
が
、

大
へ
ん
驚
い
て
「
あ
な
た
は
、
な
に

を
な
さ
る
の
で
す
か
。
そ
れ
は
金
と

い
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

あ
の
小
判
で
沢
山
の
品
物
が
買
え
る

の
で
す
」
と
い
う
と
「
な
あ
に
、
あ

ん
な
も
の
は
、
こ
の
辺
に
、
な
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ゑ

で
も
あ
る
ん
だ
。
お
れ
の
炭
ガ
マ
は

な
　
そ
の
金
と
し

る
ん
だ
ぞ
」
と
、

　
お
姫
さ
ん
は
、

し
た
。
そ
し
て
、

で
炭
焼
小
屋
に
行
っ
て
見
る
と

る
ほ
ど
、
藤
太
の
い
っ
た
と
お
り
、

カ
マ
は
、
ま
さ
し
く
、
ピ
カ
ビ
カ
光

る
金
で
出
来
て
い
た
．
、
大
へ
ん
喜
ん

だ
お
姫
さ
ん
は
、
家
に
帰
っ
て
か
ら

金
の
大
切
な
こ
と
や
、
使
い
か
た
な

ど
を
、
い
ろ
い
ろ
と
藤
太
に
教
え
る

と
、
今
ま
で
、
な
ん
で
も
な
い
と
思

っ
て
い
た
金
が
、
と
て
も
大
事
な
も

の
だ
と
分
っ
て
、
藤
太
は
、
と
て
も

士
暑
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は

炭
を
焼
き
な
が
ら
、
ひ
ま
を
見
つ
け

て
、
そ
こ
ら
こ
こ
ら
に
あ
る
ビ
カ
ピ

う
も
ん
で
打
っ
て

す
ま
し
て
い
た
。

二
度
、
び
っ
く
り

さ
っ
7
て
！
、
、
　
一
一
八

　
　
　
　
　
、
な

カ
す
る
も
の
を
掘
っ
て
は
貯
え
、
掘

っ
て
は
貯
え
、
山
ほ
ど
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
ニ
ヘ
は
夫
婦
に
な
っ
た
。

　
こ
の
藤
太
と
、
お
姫
さ
ん
に
、
吉

次
、
吉
内
、
吉
六
の
三
へ
の
息
子
が

　
　
　
　
　
う
し
わ
う
ま
ア

生
ま
れ
た
。
牛
若
丸
が
京
都
に
上
る

と
き
、
長
男
の
吉
次
が
馬
追
い
と
な

っ
て
、
付
い
て
行
き
、
父
の
藤
太
の

貯
え
た
金
を
売
っ
て
、
長
者
（
大
金

持
）
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ン
け

よ
う
な
話
が
宮
城
県
栗
原
郡
の
金
成

町
や
、
岩
手
県
胆
沢
郡
衣
川
村
な
ど

に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

、

1なみ

猟
図
書
館

桑
原
武
夫
集
　
　
　
　
　
桑
原
武
夫

私
の
戦
後
史
　
　
　
　
　
松
田
道
雄

生
活
を
豊
か
に
　
E
・
G
ホ
ワ
イ
ト

北
京
三
十
五
年
（
上
・
下
“
山
本
市
朗

ノ
ア
の
大
洪
水
　
　
　
　
金
子
史
朗

世
界
へ
の
旅
童
十
二
巻

　
　
　
　
　
　
　
趣
味
と
生
活
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戸

　
二
，
は
、
二
げ
サ
ヒ
バ
ツ
と
も
い

ろ
、
．
山
村
の
男
の
帽
子
の
一
種
で
、
、

う
し
一
つ
の
先
が
小
大
つ
て
い
る
。
ミ
ゴ

ヘ
ロ
吊
の
伸
心
）
、
ガ
・
マ
、
ケ
ゲ
孔
冨
レ
」
’
窪

縦
に
並
べ
て
、
紺
色
か
黒
色
の
木
綿

高
橋
昭
義

　
　
　
〔
大
平
）

糸
や
麻
糸
f
、
美
し
．

・
横
に
編
ん
で
．
作

る
。
肩
に
か
か
る
う
し
ろ
の
布
切
れ

に
は
、
麻
布
や
綿
布
を
作
っ
た
。
こ

れ
は
、
野
外
作
業
の
危
険
防
止
と
冬

期
間
の
雨
よ
け
、
雪
よ
け
を
か
ね
た

非
常
に
便
利
な
帽
子
で
、
昔
は
山
村

の
八
た
ち
は
、
山
で
稼
き
と
き
に
は
、

た
れ
で
も
こ
れ
を
か
ぶ
っ
た
。
帽
子

の
前
の
ほ
う
の
縁
糸
を
赤
，
、
染
め
て
、

雪
の
反
射
光
線
を
防
．
マ
よ
う
に
し
た

の
も
あ
る
、
．
ま
た
山
仕
事
の
場
合
は

冬
だ
け
で
な
く
、
春
も
秋
も
、
か
ぶ

っ
た
ウ

　
ハ
バ
キ
は
、
一
種
の
脚
絆
で
、
頭

に
か
ぶ
る
ニ
ゾ
の
よ
う
に
、
野
外
作

業
の
危
険
防
止
と
冬
期
間
の
防
寒
と

を
か
ね
た
も
の
で
あ
る
。
材
料
に
は

ガ
マ
、
ワ
ラ
ミ
ゴ
、
シ
ュ
ロ
、
和
紙
、

フ
ジ
の
皮
、
ヤ
マ
ブ
ド
肖
の
皮
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
る
．
．
編
み
糸
は
、
マ
ゲ

糸
か
麻
糸
か
木
綿
糸
な
ど
。
和
紙
で

作
る
場
合
は
、
字
を
書
い
た
反
故
紙

を
五
分
ぐ
ら
い
の
幅
に
切
っ
て
、
コ

ヨ
リ
に
し
た
。
シ
ュ
ロ
を
太
い
紙
糸

で
編
ん
で
作
っ
た
ハ
バ
キ
も
あ
る
．
”
．

遠
刈
田
で
は
、
昔
、
蔵
王
登
山
す
る

行
者
が
、
刈
田
嶺
神
社
に
上
げ
た
ボ

ン
ボ
リ
（
雪
洞
）
の
和
紙
で
作
っ
た

ハ
バ
キ
を
雇
い
た
と
い
う
．
、

　
コ
シ
コ
よ
、
ス
カ
リ
と
も
い
う
。

ヒ
モ
を
付
け
て
、
肩
に
か
け
て
背
負

っ
た
り
、
腰
に
下
げ
る
。
材
料
は
、

ヴ
マ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
皮
、
ア
ケ
ビ

の
つ
る
、
ワ
ラ
ミ
ゴ
、
和
紙
な
ど
。

山
で
猟
に
使
う
場
／
ぼ
は
、
グ
マ
や
、

カ
モ
3
カ
や
、
ア
ナ
グ
マ
の
血
を
塗

り
つ
け
て
、
丈
夫
に
し
た
。
．
コ
ヨ
リ

で
作
っ
た
も
の
に
は
、
あ
と
で
柿
渋

を
塗
っ
た
。
ハ
バ
キ
も
、
コ
シ
コ
も

ヒ
モ
は
主
に
マ
ダ
糸
か
麻
糸
を
な
っ

て
作
っ
た
。
現
在
、
ニ
ゾ
も
、
ハ
バ

キ
も
、
コ
シ
コ
も
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
が
、
貴
重
な
民
俗
資
料
で
あ
る
。

つ
－
～
～
－
一
当
F
モ
暫
『
七
9
き
3
－
～
－
～
2
・
～
’
も
き
2
も
ヤ
一
、
F
、
F
㍉
－
も
ト
シ
孝
2
－
ギ
辞
－
～
、
翠
♂
～
§
§
～
書
§
～
き
～
～
～
孝
～
，
き
§
き
§
β
，
§
～
β
、
§
亭

で
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市…
立

薔属

歌

壇

川漸き邸一
股購野作編
　併課き応品歌募
兵記広隙は三規
　　は報桜す　’首1定
三　　不係小るは　　　〉

　可・’〕路壇が俳

選　一三多遡
　　短五了に二
　　・欲市は住句
　　　役つ所以

草
刈
機
の
エ
・
二
〆
ン
響
！
、
草
原
に
開
拓
の
．
碑
の
文
は

き
び
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
ケ
、
．
美
子

霧
雨
に
煙
り
し
朝
は
山
鳩
の
ひ
く
，
・
、
暗
，
、
声
聞
き
で
、

目
覚
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
秀
代

雨
の
日
の
続
く
冷
夏
の
う
ら
め
し
（
空
を
仰
ぎ
て
晴

る
る
日
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
い
・
・

吾
も
ま
た
夫
亡
ー
せ
し
と
告
ぐ
る
友
の
臼
き
う
な
じ

に
お
く
れ
毛
哀
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

苦
し
み
に
耐
へ
来
し
女
を
思
ふ
な
り
川
原
な
で
し
こ

の
花
見
る
夕
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
ノ
、

宵
山
の
祓
園
嘘
子
に
さ
そ
は
れ
て
友
と
歩
き
し
古
都

の
懐
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

」
ヤ
）
ソ
ン
を
口
ず
さ
み
つ
つ
一
人
飲
む
赤
き
ワ
f

ン
に
巴
里
祭
を
想
う
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

あ
し
た
に
は
病
め
る
子
負
う
て
登
る
と
い
う
蔵
王
山

見
れ
ば
暮
れ
な
ん
と
す
る
　
　
　
　
　
柴
内
矩
千

朝
朝
に
数
う
る
二
と
を
た
の
し
み
に
植
え
し
朝
顔
た

だ
一
つ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

や
は
ら
か
き
ほ
ほ
の
ぬ
く
も
り
恋
し
か
り
梅
雨
の
晴

れ
間
に
去
る
子
を
想
う
　
　
　
　
　
　
橋
本
信
子

草
深
き
山
路
辿
れ
ば
問
近
き
に
羽
音
ひ
び
か
せ
誰
の

飛
び
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

再
び
は
踏
む
事
も
な
き
大
陸
の
テ
レ
ビ
画
像
に
う
な

づ
く
夫
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
干
代
子

梅
雨
あ
け
の
朝
の
陽
ざ
し
の
ま
ぶ
し
さ
に
目
を
細
め

つ
つ
胡
瓜
と
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

病
院
に
眼
を
や
む
老
氏
と
肩
よ
せ
て
わ
が
名
呼
ば
る

る
時
を
侍
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

と
り
ど
り
の
花
咲
き
あ
ふ
る
店
先
に
孫
と
た
た
ず
み

し
ば
し
眺
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

も
ど
り
梅
雨
に
桔
梗
萩
な
ど
咲
き
そ
め
て
土
用
な
か

ば
に
秋
の
風
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
か
つ

墓
掃
除
終
り
て
す
が
し
丹
念
に
墓
誌
読
み
あ
げ
て
長

ー
手
含
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
い
く

夜
祭
り
に
ゆ
き
た
る
娘
ら
は
降
る
雨
に
ゆ
か
た
姿
の

裾
の
濡
る
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

む
ら
さ
き
の
木
僅
の
咲
け
る
小
路
に
て
友
と
語
れ
る

今
日
も
雨
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

朝
空
の
爽
や
か
に
晴
れ
て
透
り
ぐ
る
蝉
の
鳴
く
声
庭

に
涼
よ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
要
二

い
に
し
え
の
唐
船
番
所
に
灯
は
と
も
り
沖
の
漁
火
ま

た
た
く
が
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
ク
ニ
子

長
梅
雨
に
滅
人
り
し
心
晴
る
る
や
と
う
す
化
粧
し
て

街
に
い
で
来
ぬ

若
き
日
に
富
士
を
仰
ぎ
て
過
，

を
朝
夕
眺
む

俳

壇

　
　
　
　
山
田
　
濱

こ
し
来
ぬ
い
ま
蔵
王
嶺

　
　
　
　
山
谷
山
県
子

鈴
木
貞
二
選

蝸
や
二
つ
並
び
し
五
輪
塔
　
　
　
　
　
久
須
見
南
斗

流
星
や
願
い
を
二
め
し
つ
か
の
間
を
　
　
川
村
静
恵

黒
土
を
盛
り
際
立
ち
ぬ
ね
ぎ
の
青
　
　
　
山
吹
さ
！
、

病
む
膝
を
さ
す
る
老
婆
に
梅
雨
長
し
　
　
大
庭
良
子

仕
上
げ
す
る
壁
に
巣
造
り
春
燕
　
　
　
　
遠
藤
章
男

金
魚
鉢
涼
呼
ぶ
模
様
選
び
買
ふ
　
　
　
　
三
浦
愛
嶺

汗
泥
に
よ
ご
れ
し
孫
と
湯
浴
み
を
り
　
　
栗
原
栄
一

天
守
閣
よ
り
遠
望
す
夏
景
色
　
　
　
　
　
大
浦
　
雅

左
き
き
直
ら
ぬ
吾
子
よ
赤
と
ん
ぼ
　
　
　
鈴
木
民
子

冷
雨
降
り
続
き
し
侭
に
秋
立
ち
ぬ
　
　
半
沢
も
り
江

虫
か
ご
を
買
い
て
帰
省
の
孫
を
侍
つ
　
　
山
田
　
濱

梅
雨
あ
け
の
見
上
げ
る
空
に
青
さ
あ
り
阿
部
み
さ
子

滝
壷
の
水
げ
む
り
そ
め
虹
か
か
る
　
　
　
佐
藤
善
夫

出
穂
の
な
き
青
田
の
ま
ま
に
冷
雨
降
る
高
橋
和
歌
子

岩
か
げ
に
身
を
潜
め
つ
つ
岩
魚
釣
　
　
　
遠
藤
省
三

夏
の
雨
軒
う
つ
音
に
留
守
居
す
る
　
　
高
橋
久
美
子

梅
雨
さ
中
黄
色
に
熟
れ
し
梅
の
落
つ
　
　
橋
本
秀
代

湯
上
り
の
縁
台
に
か
け
天
の
川
　
　
　
　
安
藤
し
げ

ノノ
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第5、学習指導

　学習とあそぴ

　　　　　　1

暮鯛

　　学生募集案内
　県立白石高等技術専門校では、

昭和56年度学生を下記のとおり募

集します。

◎訓練科目・定　員

　／高卒以上）

　経理事務課

　自動車整備2科

　（中卒以上）

　自重〃車藍．イ席1科

　建　 築　　科

　ブロ・ソク・建築科

　（職業転換訓練）

　ブロック建築科

◎応募手続

　入学願書は、

20名

20名

名
名
名

Q
・
U
O

2

ワ
臼
－

20名

自石ク屡ス』一∫弓り一一大会

　寒風のなかを田や畑を突っ切っ

て走る第16回白石クロスカントリ

ー大会か白石市陸上競技協会主催

のもと下記のとおりおこなわれま

すので、市民のみなさんふるって

ご参加ください。

レ日時　11月9日

レ場所　福岡小学校1スタート、

　コーノの近郊

レ参加者対象　小学枝男女（4年

　以上）、中学長男女、高校男女

　一般50歳以上・40歳代・30歳代、

　20歳代各男女’

〉申込　白石中央公民館へ10月31

　日まで

　なお、くわしい二とは中央公民

館（且6－2453）へお問い合わせ

ください。

燕

＿講手繋i、躍髄羅灘
　　くわしいことは専門校へお間い台　　綾

　　わせ下さい。白石市鷹ノ巣宇本

　　杣2の2邸一2444　灘．、．、難1　難鐵．

　　　　働く婦人の家・後期講座受講生募集

お　　働く婦入の家では、55年度後期　　〉受講料　無料、ただし教材費は

知の受講生を募集いたします・お友　　　　　　個へ負担

ら　達お誘い合って申し込みください。　　レ申　込　働く婦入の家（岱5一

せ〉期間11月～3月　　　　　 51）95）へ10月13日まで。

板

講　座　　負

きも♂ロ姥聾付教篭ミ

FF

七　　焼’1

スク』
父紅

手　　　編”

料　　　埋　’F

内 （f

和服の礼儀を学ひ
一一へで描：付のてきるまて

〃

チ
く

　
つ

一
ト

　
ン

ロ
ク

　
、
！

ブ
ベ

ルースタンゴワル辱ソ
寺のスプ’フを学．5、

ξ針編のL硫とセータ
製作

料理実習と栄養の知識

20へ

2U人

21．1人

20へ

2〔 1入

20八

夷施　LI

日曜日

∩
0
1
1
江

舞
起

鮎弓

第1第3
土曜日

第2難
水曜日

第1第3
木曜日

第2第4
水曜日

募集要項　　午前の部10：00～12

　　　　　夜の部6：00～8

：00

：00

実施時悶

午　前

午　前

ム
欠午

夜

午　　前

午　　前

’　Ul闘

自1〔明

至3月

／3

午後の部11Qi）～3：00

ゑ ∫　ン3』π．テ，㌧去異募集

　市教育委員会内にユース・ホス

テル入会申込所がありますのでご

利用ください。　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　知　ユース・ホステルは、会員規則
　　　　　　　　　　　　　　らを守れる満4歳以上の入なら、だ
　　　　　　　　　　　　　　せれでも会員になれます。
　　　　　　　　　　　　　　板
　くわしくは、市教育委員会社会

教育課雪5－2111　内線411）へお

問い合せください．

　文化財愛護友の会会員
　本会では、市内の文化財保護に

関心を持ち、文化財に関する認識

を深めようとするへ達を募集して

います。

〉昭和55年度の事業として下記の

　ことを行います。

　⊂1文化財めぐりの実施

　○文化財資料の収集、刊行、頒

　布など。

　C 研究会、講演会、晶座などの

　　開設

〉年間会員　1八1，1．100円

［〉申込先　教育委員会又は首地

　区公民館1会疲硲．聾えて）

［〉くわしくは教育委員会社会教育

　課へ盈5－2111内線411

0国勢調査
　10月1日は国勢調」の日てす。

9月3U目までに、すへてのノ∫に

調査票をお配りすることになって

います。まだ、お手もとに調査票

か届いていない方は、お手数です

か市役所統計係又は、市役所各出

弓長戸斤、・分…塾にお申し出くだ一さい。

　より明るく、より豊かな暮らし

つくりのために嶺極的にご協力を

お願いします。

お
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犬の登録並びに狂犬病予防注射実施日程表

．1也　「

自　石

福　岡

福岡渓谷

臼　川

斉　川

越　河

大鷹沢

大　平

小　原

目

10．13

．14

．15

．16

．17

，18

，20

、21

．22

躍

月

ぺ

水

木

金

土

月

火

水

場　　　瞬

日石市健康センター前

中央公園内

田町会館前

中央公民館前

曜巣菊地忠四郎宅前

寿山集会所前

郡山元畜産關発公社而

氏幡神社自ll

福岡苑ノド会館前

上原集会所前

川原壬停留所前

不忘集会所前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三f主元開手石農協前

西区上集会所前

鎌先詰所前

弥治郎集評斤前

大網集会所前

八宮生活センター

福岡分室前

‘木谷公民館前

北区木須商店前

東区平林商店前

白川内親センダー

臼川出張所前

津田小野商店前

犬辛都婆集会所前

中斉川集会所前

斉川出張所前

越河部落集会所前

ケ公民館前

　駅前広場

大鷹沢出張所前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

大平五区集会所前

ク分室前

上戸沢公会堂前

下戸沢　〃

冷清水　〃

大熊木村商店スタンド前

小原出張所前

新町停留所前

石屋前

小原温泉かつらや前

時　r街

9，り0～ID，30

11）．41）～ll．30

B，10－13．50

14，00～15．00

9，0しト9．30

9，40－IO，m

1り．21卜11．30

13，10～13，40

13．5n－14．41）

9．20～9，5〔）

10，20～1u．40

U．OO～11，30

皇2．3〔卜12，51）

13．0〔ト13．IO

13．3〔卜14，00

14，40～15．00

9，3しト11）．1）O

lD，10～10．40

11．UO～ll，30

13．1）〔ト14．00

14，10－15．10

9，00～9．40

9，50～10，20

10．30～10，50

11．1ト11，30

13．10～14，00

14。10～14．30

14，40～15．20

9．10～9．40

9．50～10，50

9，30～10．00

10，10～ll．00

13，00～14，00

9．30～10。20

10，30～10．50

11，00～11．20

13．10～13，50

14．0ト15．00

9．30～9．50

10．00～10，20

10．30～10．50

11．OO～11．20

12．30～13．10

13、20～13．40

13．50～14．10

14．20～ユ4．50

獣医師

斉藤　好

笹谷源二郎

斉藤　好

笹谷源二郎

斉藤　好

保科善久

斉藤　好

笹谷源二郎

笹谷源二郎

傭　　考

昭和55年度

（春塩録数

13781

（2731

（841

（1901

（87）

（125）

（73）

（119）

（117）

（108）

（98）

（1，鵬）

犬
を
飼
ろ
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

犬
の
登
録

1　舞

F〆聯　 ぐ

騰磁

零
聾
箭
「
、
　
　
潮
“

　
　
　
ξ
犠
、

哩
勤
．
蜘

］　
　
病
予
防
法
と
い
う
一

　
　
て
、
犬
鑑
札
と
注
一

　
　
札
を
受
け
な
け
れ
、

圧
犬
　
　
こ
れ
は
、
飼
い
・

　　　糊鎌55罵

1置篭、

　　　、　　たか、
　　　　　　弟

　　簡ヂー

法
律
に
も
と
づ
い

射
済
の
二
つ
の
鑑

ば
な
り
ま
せ
ん
。

主
の
社
会
に
対
す

磁

憾

畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

予
防
接
種
の
受
け
方

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て
、
　
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
犬
の
伝
染
病
。

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留
　
狂
暴
化
し
全
身
麻
痺
で
死
ぬ
。
咬
傷

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取
　
か
ら
人
畜
に
も
伝
染
、
ウ
イ
ル
ス
は

締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非
常
　
中
枢
神
経
に
達
し
、
け
い
れ
ん
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
ひ

に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万
一
　
麻
痺
を
起
し
て
死
に
至
ら
し
め
る
。

の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の
鑑

札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
は
た
し
ま

る
一
つ
の
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
　
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
，
予
防

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
リ
こ
の
　
種
を
受
け
る
と
衛
生
課
か
ら
注
射

法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼
い
犬
の
　
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札

登
録
を
し
ま
す
．
、
こ
れ
に
該
当
す
る
　
登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け

犬
は
血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ
　
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ら
ず
、
す
べ
て
の
犬
で
生
後
三
ヵ
月

以
上
の
も
の
で
す
。
手
続
き
が
済
む
　
　
鑑
札
を
受
け
て
い
な
い
場
合

と
鑑
札
（
登
録
票
）
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
首
輪
な
ど
に
つ
け
　
　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑

狂
犬
病

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接
　
し
、
、
う
。

を
受
け
る
と
衛
生
課
か
ら
注
射
済
　
　
犬
の
死
亡
及
び
所
有
権
の
放
棄
を

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も
　
し
た
い
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課
ま
た

録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て
　
は
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
い
。

／2
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難講欝難欝鑛薦鍵噸藤懸
〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　、

向国民年金，
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

F，

　　受給者のみなさんにお願い

　年金を受ける人の、住所や年金

の支払場所（銀行や郵便局など〉

については、実際に年金の支給を

受けるときや、通知書が送られる

ときに必要なものです。

　このことが正しく届け出されて

いないと、年金の支給が遅れるも

とになります。

　転居などのために住所や支払機

関が変ったときは、すみやかに、

「住所・支払機関変更届」を社会

保険庁年金保険部業務　第2課に

提出してください。用紙は市役所

市民課国民年金係にあります。

　なお、郵便局以外のところで、

口座振込みにより年金を受けたい

ときは、必ずその金融機関で、年

金を受廿る入の預金通帳の記号番

号について証明を受けてください。

　この届を忘れていますと、各支

払月にお送りする支払通知書が届

かなかった匙）、希望する銀行や郵

便局などで年金の支払いが受けら

れなくなります。

　信用組合、農業協同組合、漁業

　協同組合のなかには、年金の振込

’　みができないところがありますの

　　で、年金の振込みができるかどう

かをお確かめください。

　　　瞳害年金を受けるには

　国民年金制度には、病気やケガ

によって障害者となり、日常の生

活に制限を受けるような状態にな

ったときに、その障害の状態に応

じて支給される障害年金があヒ）ま

す。

◎受けられる条件

1．国民年金に加入していた間に

　かかった病気やケガにより障害

　者になったとき。

　　ただし、老齢年金を受けるの

　に必要な加入期問があれば、加

　入をやめた後の病気やケガによ

　っても、65歳前ならば受けられ

　ます。

2．障害の程度が、国民年金障害

　等級表にあてはまっていること。

3，一定の保険料納付要件がある

　こと。少なくとも最近の1年間

　の保険料がすべて納められてい

　ることが必要です。

◎支給される年金額

　　1級　597，500円

　　2級　478，000円

ら障害年金2級に該当する障害の程度

せ

版

障害の状態

目

耳

平衡機能
食事機能
音声・言語機能

腕

手　　の　　指

足

結核等の内部障害

精 神

害瞳 の　　　程　　　　度

メガネをかけても、両眼の視力をあわせて0．05以上0．08以下。

補聴器を使用しても、あまりよく聞こえない。

手・足・体に異状はないが眼をとじて立ちあがることができない。

流動食しか食べられない。

音声、言語だけでは話をほとんど伝えられない。

片腕がほとんど使えない。

両手の親指とひとさし指、又は親指と中指をっけ根から失った。

片手の全部の指が使えない。

片足がほとんど使えない。

両足の全部の指を失った。

日常生活が極めて困難で、安静にしていなければならない。

入院はしていなくてもよいが、1人では日常生活をすごせない。
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c衛　　　生，
　　ポリオ生ワクチンの投与

　急性灰白髄炎（小児マヒ）予防

のためポリオ生ワクチンの経口投

与を実施いたします。

　お子さんの健康に十分留意され

定められた期日に投与を受けまし

よつ。

〉日時　1回目　11月11日（火）

　　　　2回目　11月14日（金）

　いつ’れ．も13日寺30分から14時

〉場所　白石市健康センター

〉対象者

　01回目一昭和55年1目1日か

　ら昭和55年6月30日までに出生

　したもの。

　02回目一昭和54年7月1日か

　ら昭和54年12月31日までに出生

　したもの。

　o前各項以前の出生者でまだ投

　与を受けていない者及び1回の

　投与しか受けていない生後48ヵ

　月までのもの。

［＞その他　①問診票は必ず記載し、

　当日持参してください。②母子

　手帳も持参ください。③身体に

　異常がある場合、投与前にかか

　りつけの医師の診断を受けるな

　どの処置をとってください。

　　ジフテリア。百日咳

　　　　　破傷風・予防接種

　あなたのお子さんに三種混合の

定期予防接種（第1期）を行いま

す。この予防接種は予防接種法に

基づいて実施するジフテリア・百

日咳と保護者の不安が著しい破傷

風の予防接種を同時に行うもので

す。

［＞日時　10月24日（金）

　　　　13時30分～14時
〉場所　白石市健康センター

［＞接種するお子さん

　昭和53年4月1日～昭和53
　年9月30日までの出生者

［＞料金無料

お

し

『
り

せ

版

お

し

、
■
つ

せ

版

　　〉その他　①問診書は必ず記載し

　　　て当日持参して下さい。②母子

　　　手帳も持参して下さい。③身体

　　　に異常がある場合、接種前にか

　　かりつけの医師の診断をうける

し　などの処置をとって下さい。④

ら　　当日接種できなかったお子さん

　　は予備日（昭和56年1月16
せ
　　　日）に接種して下さい，

版　　医学向．ヒのため

　　　　　　献体運動にこ』協力を

　　医学専門教育は「人体の形と構

お

お

し

、
■
つ

せ

版

造を学ぶことから始まる」と、いわ

れるように、人体解剖実習は医学

教育の土台です。文部省の教育基

・準によりますと医科大学では学生

2入が1体以上を解剖するように

定められています。ところが、こ

の重要な解剖実習に欠くことがで

きない遺体は年とともに入手しに

くくなっており、このままでは文

部省の基準の半分を確保すること

も危ぷまれるほどです。このため

東北大学医学部の中にある東北大

学白菊会では広く篤志の方々に献

体運動への参加を呼びかけていま

す。篤志献体とは、天寿を全うし

て後、解剖学教育のため遺体を無

償で大学に寄贈することです。

詳細は、東北大学医学部献体業務

部にお問い合せ下さい。

　
き
ノ

「
館
」

画
☆特別休館日

　館内整理とばく書（虫干し）に

つき10月1日（水）から10日（金）

まで休みます。

☆子ども映画会

〉日時　10月11日（土）13時30分

　　　　～14時30分

［＞場所　図書館文化室

○牛飼い長者　○山ねずみロッキ

ーチャックを上映します。

貢中野良墨彩画展

〉日時　10月17日（金）～19日（日）

　　　　9日寺～16日寺30《分、

〉場所図書館

、
遜
嚢
鰻
　

用水路川干
　用水路のしゅんせつと補修を目

的とする恒例の秋の川干を下記の

とおり実施しますので、期間中各

家庭では周囲や占用箇所の溝払い

をしてください。

　なお、火の元には充分気をつけ

ましょう。

〉実習期間　11月1日（土）午前

　6時から11月3日（月）午後5

　時まで（三日間夜間を含む）

〉実施区域　白石土地改良区管轄

　用水路全域

郵便局
　　転居届は郵便局にも

　転居されるときは、市役所に届

出をしますが、郵便局にも転居届

を忘れずにお出し下さい。

　転居届が郵便局に出されていな

いために、郵便物が差出人に戻さ

れるケースがかなり見受けられま

す。転居届を出されますと、1年

間は旧住所あての郵便物でも、新

住所へ転送いたします。

　転居届は、お近くの郵便局か、

市役所の窓口に備え付けの用紙に

記入のうえ、ポスト（又は郵便局）

に切手を貼らずそのままお出し下

さい。できるだけ転居前に、転居

後の場合でもお早めにお願いしま

す。

催し
　　　消費生活展

　最近話題になっている「石けん

と洗剤」をとりあげ、私たちの家庭

における日常の生活を考えてみま

しょう。

〉日時　10月16日～17日

〉場所　白石市市民会館

〉テーマ　石けんと洗剤

　同時に、白石市消費者の会が界

用品活用会」を行ないますので、

ふるってご参加ください。

〉日時　10月16日11時～14時

〉場所　白石市市民会館

　なお、出品については、10月9

日までに市民課市民相談室までお

持ちください。その他くわしいこ

とは、市民課市民相談室（智5－

2111内線127）へお問い合
せください。

　　　白石市教育振興大会

　教育の時代と言われる80年代を

迎え「心豊かな白石市民をめざそ

う」のテーマのもと、

間題について講演・分科会を下記

のとおり開催しますので、ふるっ

てご参加ください。

〉日時　11月5日（水）13時30分

〉場所　白石市市民会館

〉内容　o講演『自分を大切

　　　　　　にする一教育一』

お
知
ら
せ
板

　　　　　お
教育上の諸知

　　　　　ら

　　　　　せ

　　　　　板

o分科会

　第1、生活指導（その1）
　　　　　　　　　　　しつけ　　日常生活の行動様式や躾教育

　第2、生活指導（その2）

　問題行動児童生徒に対する校

　内外の対応

第3、健康安全教育

　親と子の交通道徳ほか

　第4、児童生徒の社会参加

　子ども会活動ほか
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佛日急患当番医

月　日

10／5

10

12

19

26

内　　科

柿崎医院

（5）2210

大沼医院

（5）2502

広瀬医院

（5）0238

芭　医　院

（5）24玉0

加藤（司）医院

（5〉2001

外　　科

宮城医院

（5）2062
加藤（大）医院

（5）4701

刈田病院

（5）2145

院
1

　
8

医
1

　
1

堤
㈲

刈田病院

（5〉2145

　
　
　
熱
・

都合により変更になる場合もあります。

　　　　　　　　　　　定　　例 相

　　　　み　か

佐藤美香ちゃん
　（大鷹沢大町字横根59）

ママからひとこと

粘丈夫で明るい子に育っ

　て欲しい“

　　　ちか1ひろ

大野悠紘ちゃん
（白川犬卒都婆字黒森8の2）

ママからひとこと

黙元気で丈夫な子に育っ

　て欲しい“

談

わ
謬
家
の
ア
イ
ド
ル

相談区分

入権相談

行政相談

手見　雛芳　相　　言炎

茎土会‘呆F夷†目言炎

生活相談

青少年相談

‘肖費生才舌ホ目言炎

者
介

　
紹

齢
　
業

高
職

回
ス

巡

ヌ
ビ

器
恵
ハ

卑
補
サ

柑　　談　　日

15

15

15

15

6・25
15

　　　15
毎週月・火・木・金

15

毎ま墨水・木・金r

7・21

16・30

時 間

10：00～15＝00

10：00～15：00

10；00～16：00

9：30～15：00

1Q：00～12：00

10＝OO～15：00

9：00～17＝00

0
9

：OO～15：00

＝00～16：QO

10：00～14：00

13：00～14：00

場 所

白　石　市　役　所

2階相談室
全 上

白　石　市　役　所

1階市民相談室
白　、石　市

3　階　相
所
室

役
談

市
相

石
階

白
2

所
室

役
談

所
階
一

　
タ

役
ン

　
セ

市
談

　
相

石
年

　
少

白
4
青

所
階
室

　
談

役
目

　
†

市
活

　
生

石
　
費

白
－
消

白　石　市　役　所

白　石　市　役　所

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地
借家、雇傭、差別待遇　強制
圧迫、私的制裁、その地

役所、公社、公団、公庫など
の仕事について不満なことや
希望すること

税金に関すること

健康保険、船貝保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること非行又はその恐れ
のある青歩年の問題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

60歳以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調整など

☆行政相談週間☆　　標に諸活動を展開することになつ　談委員1こお申し出ください。秘密

　　　　　　　　　　　　　　　ております。　　　　　　　　　　　を守り無料で応じ解決へのお手伝

　行政管理庁東北管区監察局では、　　役所や公社、公団の仕事につい　　いをします。

10月12日から10月18日までの1週　　て困っている。納得がいかない。　　　相談日以外でも自宅などでいつ

間を行政相談週間と定め「親切・　　このようにして欲しいなど苦情や　　でも相談に応じます。

清潔・能率行政をめざして」を目　　要望をお持ちの方は下記の行政相

　　　■行政相談委員白石市字中寺前67－2小関利雄（盛6－2106）

　　　　　　〃　　〃番町10佐藤三雄（a5－2246）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／6


